
   

専門図書館協議会 2019 年度全国研究集会 第５分科会 専門図書館の存在を高める広報戦略 

令和元年 6 月 21 日 

防災専門図書館の広報戦略  

公益社団法人 全国市有物件災害共済会 

防災専門図書館 矢野陽子 

１．防災専門図書館について 

２．防災専門図書館と母体組織との関係について 

３．防災専門図書館の広報：母体組織へ 

４．防災専門図書館の広報：外部へ 

５．まとめ 

 

 １．防災専門図書館について  

１-１ 概要 

・スタッフ 

   兼務：館長（母体機関の常務理事）、総務部部長 

専任：図書課課長、職員２名（司書・学芸員）、派遣１名（司書） 

・開館 

   公開型図書館（利用者制限なし） 

   開館：平日（月～金曜）９時～１７時、 休館日：土日祝、年末年始 



１-２ 分類・収書方針と当館の役割 

 

当館の役割は、蔵書と新しい知見から、利用者に「命を守る情報を提供する」こと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２．防災専門図書館と母体組織との関係について  

母体機関名：公益社団法人 全国市有物件災害共済会 

職員数：１５４人（令和元年 5月 1日現在） 

事業概要：地方自治の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的に、火災、水災、震災その

他の災害による市又は市が設置する一部事務組合等（以下「市等」といいます。）が所有、

使用又は管理している財産の損失の救済、災害による住民生活に及ぼす被害の防止・軽減

のための消防防災施設等の充実に資する資金貸付を柱としつつ、防災に係る調査研究・普

及啓発、住民の防災意識の向上を図る事業として、防災専門図書館事業及び都市機能等に

関わる調査研究等関連分野の事業を実施しています。（HPより抜粋） 

 

 

 ３. 防災専門図書館の広報 ： 母体組織へ  

 

 広報する上で大切なのは「何のために」するのかを、

常に意識することだと思います。 

 右図はその概念図です。広報は「目的」を達成するた

めの「手段」に過ぎません。つまり、広報が目的になっ

てはいけない、ということです。 

 

 

 図書館にとっての「目的」とは「利用者に必要・役に

立つ情報の提供」です。どのような館種でも、そこは変

わらないでしょう。図書館法第一章第二条一項に述べら

れている通りです。 

 その「目的」が達成されている状態が「水準」となり

ます。利用者＝母体組織の場合、情報を提供するという

目的を達成できている状態とは、右図の水準１・２の状

態と考えています。 



３－１ 母体組織の職員に図書館を利用してもらうには？ 

「水準１：職員が蔵書を利用している状態」になるには、 

「相手」についての情報を得ることが第一歩です。そのため

に、２つのポイントを心がけています。 

①：必要としている情報が何であるかが分からなければ、利

用者にとって役に立つ情報とはなり得ません。 

②：たとえ役に立つ情報を得たとしても、相手にどのように

伝えるか、どのルートで伝えるかによって、伝わり方が異な

ります。相手の「状況」を探ることも必要です。 

 ポイント①②の情報源は「人」です。常日頃からの、母体

組織との人脈作りは必須と言えるでしょう。 

 

３－２ 図書館の存在価値を高めるためは 

 

母体組織に対する広報がうまくいくと、存在価値を高め

ることができます。そのためにも、当館では左図の３つの

ポイントを考えて運営しています。 

 それは、図書館が一方的に母体組織を説得するのではな

く、図書館の考えを受け入れやすいように、①母体組織を

説得されやすい状況に置くようにしたり、②母体組織に説

得されやすい情報を伝えたり（根回しも含めて）、③事前に

説得されやすい環境を整える、ということです。 

 

① 母体組織が説得されるための「状況」をつくる 

防災専門図書館のあり方検討委員会（平成 24年度） 

公益法人化を前に、外部有識者を招いて、図書館のあり方について検討会を開催しました。 

 

 



 あり方検討委員会での検討の結果、防災専門図書

館の「理念」と「運営の基本方針」の提言と、さら

に、具体的な取組項目をその実施順を踏まえて設定

いただきました。 

 これによって、当館は理念という基盤を持ち、確

固たる基本方針に基づいた取組みを実施できる体制

となりました。 

 何よりも効果が大きかったのは、その提言書を母

体組織の理事会・総会に本会業務として報告したこ

とです。これによって、母体組織が説得されやすい

「状況」を生むことができました。 

 この３年７カ月後には再び外部有識者を招いてフ

ォローアップ会議を実施しました。ここでいただい

た新たな提言は当館の中期計画に盛り込み、さらに

毎年の事業報告に、「あり方検討委員会フォローアッ

プ会議の提言を受けて」として、実施した事業を報

告しています。 

 

 

② 母体組織が説得されるための「情報」を伝える   

 

当館が事業を進める上で、大切にしているのが「外部

の意見」です。 

外部とは利用者であったり、関係機関であったりしま

すが、図書館が一方的に求めているのではなく、「外部か

らの要望」を踏まえた上での要望・事業であることを、

母体組織に伝えるように心がけています。 

 

 

③ 母体組織が説得されるための「環境」をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ４．防災専門図書館の広報 : 外部へ  

 

 あり方検討委員会の提言を踏まえ、様々な事業を開始

していきました。 

 その結果、利用者数は左図のように急激に増加してい

きました。特に平成 26年度からの伸びは一目瞭然だと思

います。当館ではこの平成 26年度を「広報元年」と名付

けています。 

 

 それでは、なぜ「広報元年」を起こせたのでしょうか。 

今振り返ると、それは３ステップであったことが分かりま

す。 

 ① 図書館の存在を知らせる 

 ② 蔵書を利用して「命を守る情報」を伝える 

 ③ 利用者の利益となる 

 ↓ 

 利用者増、そしてリピーターも生む 

 

 

①の具体的な例としては、 

図書館が入っている建物内に図書館までの導線と

なる案内（看板等）を各所へ設置しました。 

 大きな費用が発生したのは外壁への設置。関係部

署への継続的な情報提供と相談により設置できまし

た。他は、連携機関にポスター印刷を依頼するなど

して、ほぼ費用はかかっていませんが、効果は絶大

でした。 



 左図の画面上部は Googleマップへの登録です。と言って

も特別なことではなく、Googleマイビジネスに登録しただ

けです。当館を検索して経路案内ができるだけでなく、当

館の写真も登録でき、アクセス解析も可能。登録はすべて

無料です。 

 画面下部の図書館案内は、図書館が入っている建物の上

層階にあるホテル客室・フロントに設置しました。工夫は、

表紙を客室から図書館への導線図に変更した点です。デー

タの加工、事務室のコピー機を利用しての印刷はスタッフ

が行ったので、コストは少し厚めの紙の購入費だけです。 

 

 廊下の掲示板は、元はプラスチック段ボールに黒色のビ

ロードをホッチキスで張ったお手製でした。時には壁に直

接貼ることも。企画展をするたびに、現状を見ていた施設

担当部署の方から、この掲示の仕方が定例になるなら、掲

示板を設置した方がよいのでは、と提案を受け、掲示板設

置が実現しました。何か事業を起こそうとするとき「実績」

があると、説得力が格段に増すことを実感しました。 

 画面下部は、ホームページのサイドバーです。グレーア

ウトしているようで見にくいとの意見を「あり方検討委員

会フォローアップ会議」の委員からいただき、また利用者

からもクレームがあったことを母体組織に伝えた結果、修

正してくれました。 

 

最後は、図書館閲覧室の様子です。以前（左）と現在（右）

です。閉架式の当館ですが、同じ閲覧室とは思えない程、

資料が出ていることがわかると思います。もちろんレイア

ウトも変わっています。 

 すべてスタッフで行いましたので、コストはかかってい

ません。その上、利用者数の増加だけでなく、その滞在時

間も格段に延びるという効果も得られました。 

 

 

 

 

 

 

 



②次の段階、「命を守る情報」を伝えるために、私たちは蔵書を利用して「企画展」を開催しています。 

 

目的＝命を守る情報を伝えるための企画展を開催す

る時、当館では２つのポイントを考えています。 

キーワードは「相手」＝利用者です。 

  

そこで、まず当館の利用者のタイプや利用傾向を把

握することから始めました。 

 

 

当館は公開型図書館のため、利用者層は様々です。そ

のため、元から持っている防災に関する知識量、滞在時

間・年齢も様々です。 

しかし、共通していることは、「災害にはどう対応すれ

ばよいか」の情報だということでした。つまり、 

ポイント１：何を欲しているか？ 

当館の利用者が欲しているのは、災害時の対応・防災の

ための情報等 

となります。 

 次に、利用者が求める情報を、どのようにすれば情報

を伝えられるのかについては、利用者への対応の中で分

かってきました。 

ポイント２：どうすれば伝わるか？ 

「相手に合わせた」情報提供と「相手に合わせた」解説

があって、初めて 

＊命を守る情報を、伝えることができ、 

＊利用者に「また来てみたい」と思わせられる 

ということになります。 



企画展の準備から展示まで 

 ①きっかけ 

   周年災害、災害発生など。 

開催時期は、防災の日や災害の発災日など、プレスリリースしやすい時期を選ぶ。 

 ②立案 

   災害そのものと、利用者が防災について身近に感じる内容を組み合わせる 

 ③広報と展示 

   展示する蔵書と、解説で使える蔵書を選書 

   展示物・解説の作成、資料収集 

   ポスター・チラシの作成（デザインはスタッフ。ポスター印刷は連携機関に依頼） 

プレスリリース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 



 ５．まとめ  

 これまで、当館が「命を守る情報を利用者に伝える」とい

う目的のために、実施してきた広報戦略をご紹介しました。

最後に、まとめたいと思います。 

 一つは、図書館運営そして母体組織・外部への広報をする

には、人を媒介にしたコミュニケーションがあって成立する

ということです。 

 図書館単体だけでは、正直これほどの成果を上げられなか

ったと思います。様々な繋がりをもち、継続していくことが

肝要です。 

 二つ目は、立ち戻れるところをつくる、ということです。 

図書館運営には、様々な困難が付きまとうと思います。「何

のために、この事業をしているのか…」と混乱してしまう時

のために、立ち戻れるところを作っておくと安心です。また、

情報を伝えるという「目的」だけではなく、個々の図書館の

「理念」があると、俯瞰した視点で運営をできると思います。 

 キャッチフレーズもあると便利です。様々な広報で使えま

すし、自館の特徴を一言で表せられるのは強みになります。 

 そして最後に、大切なのは「継続すること」です。お話し

た内容も、最初から上手くいったわけではありません。交渉

しても挫けたり、待つことが必要な時もありました。 

 しかし、継続し続けることが、結局は結果を残すことに繋

がっていると思います。 

 

 以上で報告を終わります。お話してきたのは、あくまで当

館の事例です。個々の図書館によって環境等が異なるので、 

全く同じようにはいかないでしょう。 

 しかし、目的を忘れず、相手をみて広報すれば、僅かでも

前進していくと思います。そして、日々の積み重ね・継続が、

振り返れば大きな一歩になっていると信じています。 

 当館の取組みが、皆様のご参考になれば幸いです。ご清聴をありがとうございました。 

 

 

 


